
13 

 

技術的トピックス 
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項目 解析結果 原因 対策 

セシウム134の

測定値が異常に
大きい 

Inter Winnerでは全ての核種で、測

定結果から、サンプル採取日
（Reference Date)にさかのぼって半
減期にもとづいて遡及計算している。 

サンプル採取日入力を間違えたため、
Cs-134を過大評価。 

入力ミス （１）全ての結果は測
定者とは別のチェック
者（認定者２名）が確
認。 

（２）測定パラメータは
必要最低限のところ
のみ入力可とする。 

デッドカウント値、
検出下限値等
が異常に大きい 

立上げ初期に、さまざまなデータが
異常な値となる。 
例）測定時間が40時間を超えた時点

で検出下限値が異常に大きい値（そ
の後しばらくすると正常） 

ソフトウ
エアバグ 

（１）測定中はパソコ
ン操作をしない。 

（２）全ての結果は
チェック者（認定者2
名）が確認。 

低エネルギー
チャンネルでの
誤カウント 

低エネルギーチャンネルで突然カウ
ント数が増大。デッドタイム増で測定
値がやや小さめとなる。 
梅雨のため測定室湿度大→プリアン

プ高圧部でコロナ放電によると見ら
れるノイズを誤カウント。 

湿度増
加による
漏電ノイ
ズ 

（１）プリアンプ部に除
湿剤をラップ巻き。 

（２）エアコン湿度管
理。 

立ち上げから運用テストで発生した問題と対策 
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全ての測定記録は受付段階からエクセルに登録 
 作業進捗管理、測定結果管理、料金徴収に使用 

5～6月で120件以上測定実施。 
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今後の課題 
 



17 

2013年度活動方針と課題 

年度方針 現状と課題 

1. 測定精度と信頼性の確保 
 

(1) 新品の高精度ゲルマニウム半導体検出部との入
れ替え、立上げ。 

(2) 測定準備室、測定器などのコンタミ防止。 

(3) 定期バックグラウンドチェックなど測定品質管理
のしくみ。 

2. シンポジウムの開催 9月22日（日）に「ちくりん舎第1回シンポジウム」（仮
称）を計画中。8月より宣伝開始。記録を残しパンフ
レット化する。 

3. 事務処理作業の効率化の
ための業務システム構築 

基本の流れは完成した。 
更なる改善と操作教育。 

4. 安定した料金収入を得るた
めの検体数量の確保。 

(1) 会員によるリーフレットを用いた宣伝、勧誘。 

(2) 「ちくりん舎」会員団体、個人によるプロジェクト推
進 

5. 定期的なホームページ更新
と通信発行（年4回）体制の確
立 

(1) 投稿の活性化（ブログ記事など）。 
(2) 発行体制の確立。 

6. NPO法人化 7月3日に都庁へ申請済み。 
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ご清聴 
ありがとうございました。 


